
亀 山 市 税 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。  

令 和 ２ 年 ６ 月 １ ９ 日  

       亀 山 市 長  櫻  井  義  之  

亀 山 市 条 例 第 １ ５ 号  

 

亀 山 市 税 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 

（ 亀 山 市 税 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 １ 条  亀 山 市 税 条 例 （ 平 成 １ ７ 年 亀 山 市 条 例 第 ５ ０ 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。  

第 １ ３ 条 第 １ 項 第 ２ 号 中 「 寡 夫 」 を 「 ひ と り 親 」 に 改 め る 。  

第 １ ８ 条 中 「 第 １ ２ 項 」 を 「 第 １ １ 項 」 に 、 「 寡 婦 （ 寡 夫 ） 控

除 額 」 を 「 寡 婦 控 除 額 、 ひ と り 親 控 除 額 」 に 、 「 第 ７ 項 」 を 「 第

６ 項 」 に 改 め る 。  

第 ２ ６ 条 第 １ 項 た だ し 書 中 「 第 ３ １ ４ 条 の ２ 第 ５ 項 」 を 「 第

３ １ ４ 条 の ２ 第 ４ 項 」 に 改 め る 。  

第 ２ ７ 条 第 １ 項 た だ し 書 中 「 当 該 確 定 申 告 書 」 を 「 当 該 申 告 書 」

に 改 め る 。  

第 ２ ７ 条 の ２ の 見 出 し 中 「 扶 養 親 族 等 申 告 書 」 を 「 扶 養 親 族 申

告 書 」 に 改 め 、 同 条 第 １ 項 第 ３ 号 を 削 り 、 同 項 第 ４ 号 を 同 項 第 ３

号 と す る 。  

第 ２ ７ 条 の ３ の 見 出 し 中 「 扶 養 親 族 等 申 告 書 」 を 「 扶 養 親 族 申  

告 書 」 に 改 め 、 同 条 第 １ 項 中 「 若 し く は 単 身 児 童 扶 養 者 で あ る 者 」  

を 削 り 、 同 項 第 ３ 号 を 削 り 、 同 項 第 ４ 号 を 同 項 第 ３ 号 と す る 。  

第 ４ ３ 条 第 ２ 項 中 「 第 ６ ６ 条 の ７ 第 ４ 項 及 び 第 １ ０ 項 」 を 「 第

６ ６ 条 の ７ 第 ５ 項 及 び 第 １ １ 項 」 に 改 め る 。  

第 ５ ９ 条 第 ２ 項 中 「 登 録 さ れ て い る 」 を 「 登 録 が さ れ て い る 」

に 改 め 、 同 条 第 ４ 項 中 「 に よ っ て 」 を 「 に よ り 」 に 、 「 に お い て

は 」 を 「 に は 」 に 改 め 、 「 こ れ を 」 を 削 り 、 「 課 す る 」 を 「 課 す

る こ と が で き る 」 に 改 め 、 同 項 に 後 段 と し て 次 の よ う に 加 え る 。  



 

こ の 場 合 に お い て 、 市 は 、 当 該 登 録 を し よ う と す る と き は 、

あ ら か じ め 、 そ の 旨 を 当 該 使 用 者 に 通 知 し な け れ ば な ら な い 。  

第 ５ ９ 条 第 ７ 項 中 「 第 １ ０ 条 の ２ の １ ２ 」 を 「 第 １ ０ 条 の ２ の  

１ ５ 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ８ 項 と し 、 同 条 第 ６ 項 中 「 に よ っ て 」  

を 「 に よ り 」 に 、 「 第 ４ ９ 条 の ２ 」 を 「 第 ４ ９ 条 の ３ 」 に 、 「 み

な す 」 を 「 み な す こ と が で き る 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ７ 項 と し 、

同条第５項中「によって」を「により」に、「においては」を「に

は 」 に 、 「 登 録 さ れ て い る 」 を 「 登 録 が さ れ て い る 」 に 、 「 み な

す 」 を 「 み な す こ と が で き る 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ６ 項 と し 、

同 条 第 ４ 項 の 次 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

５  法 第 ３ ４ ３ 条 第 ５ 項 に 規 定 す る 探 索 を 行 っ て も な お 固 定 資 産

の 所 有 者 の 存 在 が 不 明 で あ る 場 合 （ 前 項 に 規 定 す る 場 合 を 除

く 。 ） に は 、 そ の 使 用 者 を 所 有 者 と み な し て 、 固 定 資 産 課 税 台

帳 に 登 録 し 、 そ の 者 に 固 定 資 産 税 を 課 す る こ と が で き る 。 こ の

場 合 に お い て 、 市 は 、 当 該 登 録 を し よ う と す る と き は 、 あ ら か

じ め 、 そ の 旨 を 当 該 使 用 者 に 通 知 し な け れ ば な ら な い 。  

第 ６ ６ 条 第 ９ 項 及 び 第 １ ０ 項 中 「 第 ３ ４ ９ 条 の ３ 第 １ ２ 項 」 を

「 第 ３ ４ ９ 条 の ３ 第 １ １ 項 」 に 改 め る 。  

第６６条の２の見出し及び同条第１項中「第３４９条の３第２８

項 」 を 「 第 ３ ４ ９ 条 の ３ 第 ２ ７ 項 」 に 改 め 、 同 条 第 ２ 項 中 「 第

３ ４ ９ 条 の ３ 第 ２ ９ 項 」 を 「 第 ３ ４ ９ 条 の ３ 第 ２ ８ 項 」 に 改 め 、

同 条 第 ３ 項 中 「 第 ３ ４ ９ 条 の ３ 第 ３ ０ 項 」 を 「 第 ３ ４ ９ 条 の ３ 第

２ ９ 項 」 に 改 め る 。  

第 ８ ４ 条 の 次 に 次 の １ 条 を 加 え る 。  

（ 現 所 有 者 の 申 告 ）  

第 ８ ４ 条 の ２  現 所 有 者 （ 法 第 ３ ８ ４ 条 の ３ に 規 定 す る 現 所 有 者

を い う 。 以 下 こ の 条 及 び 次 条 に お い て 同 じ 。 ） は 、 現 所 有 者 で

あ る こ と を 知 っ た 日 の 翌 日 か ら ３ 月 を 経 過 し た 日 ま で に 次 に 掲

げ る 事 項 を 記 載 し た 申 告 書 を 市 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

（ １ ） 土 地 又 は 家 屋 の 現 所 有 者 の 住 所 、 氏 名 又 は 名 称 、 次 号 に 規



 

定 す る 個 人 と の 関 係 及 び 個 人 番 号 又 は 法 人 番 号 （ 個 人 番 号 又

は 法 人 番 号 を 有 し な い 者 に あ っ て は 、 住 所 、 氏 名 又 は 名 称 及

び 同 号 に 規 定 す る 個 人 と の 関 係 ）  

（ ２ ） 土 地 又 は 家 屋 の 所 有 者 と し て 登 記 簿 又 は 土 地 補 充 課 税 台 帳

若 し く は 家 屋 補 充 課 税 台 帳 に 登 記 又 は 登 録 が さ れ て い る 個 人

が 死 亡 し て い る 場 合 に お け る 当 該 個 人 の 住 所 及 び 氏 名  

（ ３ ） そ の 他 市 長 が 固 定 資 産 税 の 賦 課 徴 収 に 関 し 必 要 と 認 め る 事

項  

第８５条第１項中｢又は｣を「若しくは」に、「によって」を「に

よ り 、 又 は 現 所 有 者 が 前 条 の 規 定 に よ り 」 に 、 「 に お い て は 」 を

「 に は 」 に 改 め る 。  

第 １ ０ １ 条 第 ２ 項 に 次 の た だ し 書 を 加 え る 。  

た だ し 、 １ 本 当 た り の 重 量 が ０ ． ７ グ ラ ム 未 満 の 葉 巻 た ば こ

の 本 数 の 算 定 に つ い て は 、 当 該 葉 巻 た ば こ の １ 本 を も っ て 紙 巻

た ば こ の ０ ． ７ 本 に 換 算 す る も の と す る 。  

第 １ ０ １ 条 第 ４ 項 中 「 左 欄 に 掲 げ る 製 造 た ば こ 」 の 次 に 「 （ 同

項 た だ し 書 に 規 定 す る 葉 巻 た ば こ を 除 く 。 ） 」 を 加 え る 。  

第 １ ０ ３ 条 第 ３ 項 を 同 条 第 ４ 項 と し 、 同 条 第 ２ 項 中 「 前 項 」 を

「 第 １ 項 （ 法 第 ４ ６ ９ 条 第 １ 項 第 ３ 号 又 は 第 ４ 号 に 係 る 部 分 に 限  

る 。 ） 」 に 、 「 第 １ ６ 条 の ２ の ３ 」 を 「 第 １ ６ 条 の ２ の ３ 第 ２ 項 」  

に 、 「 提 出 し な い 場 合 に は 、 適 用 し な い 」 を 「 提 出 し て い る 場 合

に 限 り 、 適 用 す る 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ３ 項 と し 、 同 条 第 １ 項

の 次 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

２  前 項 （ 法 第 ４ ６ ９ 条 第 １ 項 第 １ 号 又 は 第 ２ 号 に 係 る 部 分 に 限

る 。 ） の 規 定 は 、 卸 売 販 売 業 者 等 が 、 同 条 第 １ 項 第 １ 号 又 は 第

２号に掲げる製造たばこの売渡し又は消費等について、第１０５

条 第 １ 項 又 は 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 申 告 書 に 前 項 （ 法 第 ４ ６ ９ 条

第 １ 項 第 １ 号 又 は 第 ２ 号 に 係 る 部 分 に 限 る 。 ） の 適 用 を 受 け よ

う と す る 製 造 た ば こ に 係 る た ば こ 税 額 を 記 載 し 、 か つ 、 施 行 規

則 第 １ ６ 条 の ２ の ３ 第 １ 項 に 規 定 す る 書 類 を 保 存 し て い る 場 合



 

に 限 り 、 適 用 す る 。  

第 １ ０ ５ 条 第 １ 項 中 「 第 １ ０ ３ 条 第 ２ 項 」 を 「 第 １ ０ ３ 条 第 ３

項 」 に 改 め る 。  

第 １ １ ６ 条 第 ６ 項 中 「 第 ５ ９ 条 第 ６ 項 」 を 「 第 ５ ９ 条 第 ７ 項 」

に 改 め る 。  

附 則 第 ７ 条 第 １ 項 中 「 特 例 基 準 割 合 （ 当 該 年 の 前 年 に 」 を 「 延

滞 金 特 例 基 準 割 合 （ 平 均 貸 付 割 合 （ 」 に 、 「 の 規 定 に よ り 告 示 さ

れ た 割 合 」 を 「 に 規 定 す る 平 均 貸 付 割 合 を い う 。 次 項 に お い て 同

じ 。 ） 」 に 、 「 こ の 条 に お い て 同 じ 」 を 「 こ の 項 に お い て 同 じ 」

に 改 め 、 「 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 特 例 基 準 割 合 適 用 年 」 と い

う 。 ） 」 を 削 り 、 「 当 該 特 例 基 準 割 合 適 用 年 」 を 「 そ の 年 」 に 、

「 特 例 基 準 割 合 に 」 を 「 延 滞 金 特 例 基 準 割 合 に 」 に 改 め 、 同 条 第

２ 項 中 「 特 例 基 準 割 合 適 用 年 中 」 を 「 各 年 の 平 均 貸 付 割 合 に 年

０ ． ５ パ ー セ ン ト の 割 合 を 加 算 し た 割 合 が 年 ７ ． ３ パ ー セ ン ト の

割 合 に 満 た な い 場 合 に は 、 そ の 年 中 」 に 、 「 当 該 特 例 基 準 割 合 適

用 年 」 を 「 そ の 年 」 に 、 「 特 例 基 準 割 合 と 」 を 「 当 該 加 算 し た 割

合 と 」 に 改 め る 。  

附 則 第 ８ 条 第 １ 項 中 「 特 例 基 準 割 合 」 を 「 加 算 し た 割 合 」 に 改

め る 。  

附 則 第 １ ０ 条 中 「 平 成 ３ ４ 年 度 」 を 「 令 和 ４ 年 度 」 に 改 め る 。  

附 則 第 １ ４ 条 の ２ の ２ 中 「 令 和 元 年 」 を 「 令 和 ３ 年 」 に 改 め る 。  

附 則 第 １ ５ 条 第 １ 項 中 「 平 成 ３ ３ 年 度 」 を 「 令 和 ６ 年 度 」 に 改

め る 。  

附 則 第 １ ７ 条 中 「 法 附 則 第 １ ５ 条 か ら 第 １ ５ 条 の ３ の ２ ま で 」 の

次 に 「 、 第 ６ １ 条 又 は 第 ６ ２ 条 」 を 加 え 、 「 又 は 法 附 則 第 １ ５ 条 」

を 「 又 は 附 則 第 １ ５ 条 」 に 改 め 、 「 又 は 附 則 第 １ ５ 条 か ら 第 １ ５ 条

の ３ の ２ ま で 」 の 次 に 「 、 第 ６ １ 条 若 し く は 第 ６ ２ 条 」 を 加 え る 。  

附 則 第 １ ７ 条 の ２ 第 ２ 項 を 削 り 、 同 条 第 ３ 項 中 「 附 則 第 １ ５ 条

第 ２ 項 第 ６ 号 」 を 「 附 則 第 １ ５ 条 第 ２ 項 第 ５ 号 」 に 改 め 、 同 項 を

同 条 第 ２ 項 と し 、 同 条 第 ４ 項 を 同 条 第 ３ 項 と し 、 同 条 第 ５ 項 を 同



 

条 第 ４ 項 と し 、 同 条 第 ６ 項 中 「 附 則 第 １ ５ 条 第 ３ ３ 項 第 １ 号 イ 」

を 「 附 則 第 １ ５ 条 第 ３ ０ 項 第 １ 号 イ 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ５ 項

と し 、 同 条 第 ７ 項 中 「 附 則 第 １ ５ 条 第 ３ ３ 項 第 １ 号 ロ 」 を 「 附 則

第 １ ５ 条 第 ３ ０ 項 第 １ 号 ロ 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ６ 項 と し 、 同  

条 第 ８ 項 を 削 り 、 同 条 第 ９ 項 中 「 附 則 第 １ ５ 条 第 ３ ３ 項 第 １ 号 ニ 」  

を 「 附 則 第 １ ５ 条 第 ３ ０ 項 第 １ 号 ハ 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ７ 項

と し 、 同 条 第 １ ０ 項 中 「 附 則 第 １ ５ 条 第 ３ ３ 項 第 １ 号 ホ 」 を 「 附

則 第 １ ５ 条 第 ３ ０ 項 第 １ 号 ニ 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ８ 項 と し 、

同条第１１項中「附則第１５条第３３項第２号イ」を「附則第１５

条第３０項第２号イ」に改め、同項を同条第９項とし、同条第１２

項 中 「 附 則 第 １ ５ 条 第 ３ ３ 項 第 ２ 号 ロ 」 を 「 附 則 第 １ ５ 条 第 ３ ０

項 第 ２ 号 ロ 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 １ ０ 項 と し 、 同 項 の 次 に 次 の

１ 項 を 加 え る 。  

１ １  法 附 則 第 １ ５ 条 第 ３ ０ 項 第 ２ 号 ハ に 規 定 す る 設 備 に つ い て

同 号 に 規 定 す る 市 町 村 の 条 例 で 定 め る 割 合 は 、 ４ 分 の ３ と す る 。  

附 則 第 １ ７ 条 の ２ 第 １ ３ 項 中 「 附 則 第 １ ５ 条 第 ３ ３ 項 第 ３ 号 イ 」  

を 「 附 則 第 １ ５ 条 第 ３ ０ 項 第 ３ 号 イ 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 １ ２

項 と し 、 同 条 第 １ ４ 項 中 「 附 則 第 １ ５ 条 第 ３ ３ 項 第 ３ 号 ロ 」 を 「  

附 則 第 １ ５ 条 第 ３ ０ 項 第 ３ 号 ロ 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 １ ３ 項 と

し 、 同 条 第 １ ５ 項 中 「 附 則 第 １ ５ 条 第 ３ ３ 項 第 ３ 号 ハ 」 を 「 附 則

第 １ ５ 条 第 ３ ０ 項 第 ３ 号 ハ 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 １ ４ 項 と し 、

同条第１６項中「附則第１５条第３８項」を「附則第１５条第３４

項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 １ ５ 項 と し 、 同 条 第 １ ７ 項 を 削 り 、 同

条 第 １ ８ 項 中 「 附 則 第 １ ５ 条 第 ４ ４ 項 」 を 「 附 則 第 １ ５ 条 第 ３ ８

項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 １ ６ 項 と し 、 同 条 第 １ ９ 項 中 「 附 則 第

１ ５ 条 第 ４ ７ 項 」 を 「 附 則 第 １ ５ 条 第 ４ １ 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同

条 第 １ ７ 項 と し 、 同 条 第 ２ ０ 項 を 同 条 第 １ ８ 項 と し 、 同 条 に 次 の

１ 項 を 加 え る 。  

１ ９  法 附 則 第 ６ ２ 条 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 割 合 は 、 零 と す る 。  

附 則 第 ２ ０ 条 の 見 出 し 中 「 平 成 ３ ２ 年 度 」 を 「 令 和 ２ 年 度 」 に



 

改 め る 。  

附 則 第 ２ １ 条 の 見 出 し 中 「 平 成 ３ １ 年 度 又 は 平 成 ３ ２ 年 度 」 を

「 令 和 元 年 度 又 は 令 和 ２ 年 度 」 に 改 め 、 同 条 第 １ 項 中 「 平 成 ３ １  

年 度 分 又 は 平 成 ３ ２ 年 度 分 」 を 「 令 和 元 年 度 分 又 は 令 和 ２ 年 度 分 」  

に 改 め 、 同 条 ２ 項 中 「 平 成 ３ １ 年 度 適 用 土 地 又 は 平 成 ３ １ 年 度 類

似 適 用 土 地 」 を 「 令 和 元 年 度 適 用 土 地 又 は 令 和 元 年 度 類 似 適 用 土

地 」 に 、 「 平 成 ３ ２ 年 度 分 」 を 「 令 和 ２ 年 度 分 」 に 改 め る 。  

附 則 第 ２ ２ 条 の 前 の 見 出 し 中 「 平 成 ３ ２ 年 度 」 を 「 令 和 ２ 年 度 」

に 改 め 、 同 条 中 「 平 成 ３ ２ 年 度 」 を 「 令 和 ２ 年 度 」 に 、 「 又 は 法 」

を 「 又 は 」 に 改 め る 。  

附 則 第 ２ ４ 条 の 見 出 し 中 「 平 成 ３ ２ 年 度 」 を 「 令 和 ２ 年 度 」 に

改 め 、 同 条 中 「 平 成 ３ ２ 年 度 」 を 「 令 和 ２ 年 度 」 に 、 「 又 は 法 」

を 「 又 は 」 に 改 め る 。  

附 則 第 ２ ９ 条 第 １ 項 中 「 又 は 法 」 を 「 又 は 」 に 、 「 平 成 ３ ２ 年

度」を「令和２年度」に改め、同条第２項中「平成３３年３月３１

日 」 を 「 令 和 ３ 年 ３ 月 ３ １ 日 」 に 改 め る 。  

附 則 第 ２ ９ 条 の ２ 中 「 令 和 ２ 年 ９ 月 ３ ０ 日 」 を 「 令 和 ３ 年 ３ 月

３ １ 日 」 に 改 め る 。  

附則第３２条第１項中「第３５条の２第１項」の次に「、第３５

条 の ３ 第 １ 項 」 を 加 え る 。  

附 則 第 ３ ３ 条 第 １ 項 及 び 第 ２ 項 中 「 平 成 ３ ２ 年 度 」 を 「 令 和 ５  

年 度 」 に 改 め 、 同 条 第 ３ 項 中 「 第 ３ ５ 条 の ２ 」 を 「 第 ３ ５ 条 の ３ 」

に 改 め る 。  

附 則 第 ４ ４ 条 第 １ 項 中 「 平 成 ３ ５ 年 度 」 を 「 令 和 ５ 年 度 」 に 改

め る 。  

附 則 に 次 の １ 条 を 加 え る 。  

（ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 等 に 係 る 徴 収 猶 予 の 特 例 に 係 る 手

続 等 ）  

第 ４ ５ 条  第 ５ 条 の ３ 第 ７ 項 の 規 定 は 法 附 則 第 ５ ９ 条 第 ３ 項 に お

い て 準 用 す る 法 第 １ ５ 条 の ２ 第 ８ 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 期



 

間 に つ い て 、 第 ５ 条 の ３ 第 ８ 項 の 規 定 は 法 附 則 第 ５ ９ 条 第 ３ 項

に お い て 準 用 す る 法 第 １ ５ 条 の ２ 第 ９ 項 第 ４ 号 に 規 定 す る 条 例

で 定 め る 場 合 に つ い て 、 そ れ ぞ れ 準 用 す る 。  

２  第 ５ 条 の ５ の 規 定 は 、 法 附 則 第 ５ ９ 条 第 ３ 項 に お い て 準 用 す

る 法 第 １ ５ 条 の ３ 第 １ 項 第 ４ 号 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 債 権 に

つ い て 準 用 す る  

第 ２ 条  亀 山 市 税 条 例 の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

第 １ ０ 条 中 「 第 ３ ２ １ 条 の ８ 第 ２ ２ 項 及 び 第 ２ ３ 項 の 申 告 書 に 」  

を 「 第 ３ ２ １ 条 の ８ 第 ３ ４ 項 及 び 第 ３ ５ 項 の 申 告 書 に 」 に 、 「 に

お い て は 」 を 「 に は 」 に 改 め 、 同 条 第 ４ 号 中 「 に よ っ て 」 を 「 に

よ り 」 に 改 め 、 同 条 第 ５ 号 中 「 、 第 ４ 項 又 は 第 １ ９ 項 」 を 「 又 は

第 ３ １ 項 」 に 改 め 、 同 条 第 ６ 号 中 「 第 ３ ２ １ 条 の ８ 第 ２ ２ 項 及 び

第 ２ ３ 項 」 を 「 第 ３ ２ １ 条 の ８ 第 ３ ４ 項 及 び 第 ３ ５ 項 」 に 改 め る 。  

第 １ １ 条 中 「 及 び 第 ４ 項 」 を 削 る 。  

第 １ ２ 条 第 ３ 項 中 「 規 定 す る 収 益 事 業 」 の 次 に 「 （ 以 下 こ の 項  

及 び 第 １ ６ 条 第 ２ 項 の 表 第 １ 号 に お い て 「 収 益 事 業 」 と い う 。 ） 」  

を加え、「第１６条第２項の表の第１号」を「同号」に、「第４３

条 第 １ ０ 項 か ら 第 １ ２ 項 ま で 」 を 「 第 ４ ３ 条 第 ９ 項 か ら 第 １ ６ 項

ま で 」 に 改 め る 。  

第 １ ６ 条 第 ２ 項 の 表 第 １ 号 オ 中 「 第 ２ ９ ２ 条 第 １ 項 第 ４ 号 の ５ 」  

を 「 第 ２ ９ ２ 条 第 １ 項 第 ４ 号 の ２ 」 に 改 め 、 同 条 第 ３ 項 中 「 、 同

項 第 ２ 号 の 連 結 事 業 年 度 開 始 の 日 か ら ６ 月 の 期 間 若 し く は 同 項 第

３号の連結法人税額の課税標準の算定期間又は同項第４号」を「若

し く は 同 項 第 ２ 号 の 期 間 又 は 同 項 第 ３ 号 」 に 改 め る 。  

第 ４ ３ 条 第 １ 項 中 「 第 ４ 項 、 第 １ ９ 項 、 第 ２ ２ 項 及 び 第 ２ ３ 項 」  

を 「 第 ３ １ 項 、 第 ３ ４ 項 及 び 第 ３ ５ 項 」 に 、 「 第 １ ０ 項 、 第 １ １

項 及 び 第 １ ３ 項 」 を 「 第 ９ 項 、 第 １ ０ 項 及 び 第 １ ２ 項 」 に 、 「 第

４ 項 、 第 １ ９ 項 及 び 第 ２ ３ 項 」 を 「 第 ３ １ 項 及 び 第 ３ ５ 項 」 に 、

「 同 条 第 ２ ２ 項 」 を 「 同 条 第 ３ ４ 項 」 に 、 「 第 ３ 項 」 を 「 第 ２ 項

後 段 」 に 改 め 、 同 条 第 ２ 項 中 「 第 ６ ６ 条 の ７ 第 ５ 項 及 び 第 １ １ 項



 

又 は 第 ６ ８ 条 の ９ １ 第 ４ 項 及 び 第 １ ０ 項 」 を 「 第 ６ ６ 条 の ７ 第 ４

項 及 び 第 １ ０ 項 」 に 、 「 第 ３ ２ １ 条 の ８ 第 ２ ４ 項 」 を 「 第 ３ ２ １

条 の ８ 第 ３ ６ 項 」 に 改 め 、 同 条 第 ３ 項 中 「 第 ６ ６ 条 の ９ の ３ 第 ４

項 及 び 第 １ ０ 項 又 は 第 ６ ８ 条 の ９ ３ の ３ 第 ４ 項 及 び 第 １ ０ 項 」 を

「 第 ６ ６ 条 の ９ の ３ 第 ３ 項 及 び 第 ９ 項 」 に 、 「 第 ３ ２ １ 条 の ８ 第

２５項」を「第３２１条の８第３７項」に改め、同条第４項中「第

３ ２ １ 条 の ８ 第 ２ ６ 項 」 を 「 第 ３ ２ １ 条 の ８ 第 ３ ８ 項 」 に 改 め 、

同 条 第 ５ 項 中 「 第 ３ ２ １ 条 の ８ 第 ２ ２ 項 」 を 「 第 ３ ２ １ 条 の ８ 第

３ ４ 項 」 に 、 「 同 条 第 ２ １ 項 」 を 「 同 条 第 ３ ３ 項 」 に 、 「 、 第 ４

項又は第１９項」を「又は第３１項」に、「同条第２３項」を「同

条 第 ３ ５ 項 」 に 改 め 、 同 条 第 ６ 項 中 「 、 第 ４ 項 又 は 第 １ ９ 項 」 を

「 又 は 第 ３ １ 項 」 に 、 「 同 条 第 ２ ２ 項 」 を 「 同 条 第 ３ ４ 項 」 に 、

「 第 ３ ２ １ 条 の ８ 第 ２ ３ 項 」 を 「 第 ３ ２ １ 条 の ８ 第 ３ ５ 項 」 に 改

め 、 同 条 第 ７ 項 中 「 第 ３ ２ １ 条 の ８ 第 ２ ２ 項 」 を 「 第 ３ ２ １ 条 の

８ 第 ３ ４ 項 」 に 、 「 、 第 ４ 項 又 は 第 １ ９ 項 」 を 「 又 は 第 ３ １ 項 」

に 改 め 、 同 項 第 ２ 号 中 「 第 ３ ２ １ 条 の ８ 第 ２ ３ 項 」 を 「 第 ３ ２ １

条の８第３５項」に改め、同条第９項を削り、同条第１０項中「第

３ ２ １ 条 の ８ 第 ４ ２ 項 」 を 「 第 ３ ２ １ 条 の ８ 第 ５ ２ 項 」 に 、 「 同  

条 第 ４ ２ 項 」 を 「 同 条 第 ５ ２ 項 」 に 、 「 第 １ ２ 項 」 を 「 第 １ １ 項 」  

に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ９ 項 と し 、 同 条 第 １ １ 項 を 同 条 第 １ ０ 項 と

し 、 同 条 第 １ ２ 項 中 「 第 １ ０ 項 」 を 「 第 ９ 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同

条 第 １ １ 項 と し 、 同 条 第 １ ３ 項 前 段 中 「 第 １ ０ 項 」 を 「 第 ９ 項 」

に 改 め 、 同 項 後 段 中 「 第 ７ ５ 条 の ４ 第 ２ 項 」 を 「 第 ７ ５ 条 の ５ 第

２ 項 」 に 、 「 第 １ ０ 項 」 を 「 第 ９ 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 １ ２

項 と し 、 同 条 第 １ ４ 項 を 同 条 第 １ ３ 項 と し 、 同 条 第 １ ５ 項 中 「 第

１ ３ 項 」 を 「 第 １ ２ 項 」 に 、 「 第 １ ０ 項 」 を 「 第 ９ 項 」 に 改 め 、

同項を同条第１４項とし、同条第１６項中「第１３項前段」を「第

１ ２ 項 前 段 」 に 、 「 第 ３ ２ １ 条 の ８ 第 ５ １ 項 」 を 「 第 ３ ２ １ 条 の

８ 第 ６ １ 項 」 に 、 「 第 １ ０ 項 」 を 「 第 ９ 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条

第 １ ５ 項 と し 、 同 条 第 １ ７ 項 中 「 第 １ ３ 項 後 段 」 を 「 第 １ ２ 項 後



 

段 」 に 、 「 第 １ ５ 項 」 を 「 第 １ ４ 項 」 に 、 「 第 ７ ５ 条 の ４ 第 ３ 項

若 し く は 第 ６ 項 （ 同 法 第 ８ １ 条 の ２ ４ の ３ 第 ２ 項 に お い て 準 用 す

る 場 合 を 含 む 。 ） 」 を 「 第 ７ ５ 条 の ５ 第 ３ 項 若 し く は 第 ６ 項 」 に 、

「 第 １ ０ 項 」 を 「 第 ９ 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 １ ６ 項 と す る 。  

第 ４ ４ 条 第 ２ 項 中 「 、 第 ４ 項 又 は 第 １ ９ 項 」 を 「 又 は 第 ３ １ 項 」  

に 、 「 同 条 第 ２ ３ 項 」 を 「 同 条 第 ３ ５ 項 」 に 、 「 、 第 ２ 項 又 は 第

４ 項 」 を 「 又 は 第 ２ 項 」 に 改 め 、 同 条 第 ３ 項 中 「 、 第 ４ 項 又 は 第

１ ９ 項 」 を 「 又 は 第 ３ １ 項 」 に 改 め 、 「 （ 同 条 第 ２ 項 又 は 第 ４ 項

に 規 定 す る 申 告 書 を 提 出 す べ き 法 人 が 連 結 子 法 人 の 場 合 に は 、 当

該 連 結 子 法 人 と の 間 に 連 結 完 全 支 配 関 係 が あ る 連 結 親 法 人 （ 法 人

税 法 第 ２ 条 第 １ ２ 号 の ６ の ７ に 規 定 す る 連 結 親 法 人 を い う 。 以 下

こ の 項 に お い て 同 じ 。 ） 若 し く は 連 結 完 全 支 配 関 係 が あ っ た 連 結

親 法 人 が 法 人 税 に 係 る 修 正 申 告 書 を 提 出 し 、 又 は 法 人 税 に 係 る 更

正 若 し く は 決 定 を 受 け た こ と 。 次 項 第 ２ 号 に お い て 同 じ 。 ） 」 を  

削 り 、 同 条 第 ４ 項 中 「 、 第 ４ 項 又 は 第 １ ９ 項 」 を 「 又 は 第 ３ １ 項 」  

に 改 め る 。  

第 ４ ６ 条 第 ４ 項 か ら 第 ６ 項 ま で を 削 る 。  

第 １ ０ １ 条 第 ２ 項 た だ し 書 中 「 ０ ． ７ グ ラ ム 」 を 「 １ グ ラ ム 」

に 、 「 ０ ． ７ 本 」 を 「 １ 本 」 に 改 め る 。  

附 則 第 ７ 条 第 ２ 項 中 「 及 び 第 ４ 項 」 を 削 る 。  

附 則 第 １ ７ 条 中 「 、 第 ６ １ 条 又 は 第 ６ ２ 条 」 を 「 、 第 ６ ３ 条 又

は 第 ６ ４ 条 」 に 「 、 第 ６ １ 条 若 し く は 第 ６ ２ 条 」 を 「 、 第 ６ ３ 条

若 し く は 第 ６ ４ 条 」 に 改 め る 。  

附 則 第 １ ７ 条 の ２ 第 １ ９ 項 中 「 附 則 第 ６ ２ 条 」 を 「 附 則 第 ６ ４

条 」 に 改 め る 。  

附 則 に 次 の ２ 条 を 加 え る 。  

（ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 等 に 係 る 寄 附 金 税 額 控 除 の 特 例 ）  

第 ４ ６ 条  所 得 割 の 納 税 義 務 者 が 、 前 年 中 に 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス

感 染 症 等 の 影 響 に 対 応 す る た め の 国 税 関 係 法 律 の 臨 時 特 例 に 関

す る 法 律 （ 令 和 ２ 年 法 律 第 ２ ５ 号 。 次 条 に お い て 「 新 型 コ ロ ナ



 

ウ イ ル ス 感 染 症 特 例 法 」 と い う 。 ） 第 ５ 条 第 ４ 項 に 規 定 す る 指

定 行 事 の う ち 、 市 長 が 指 定 す る も の の 中 止 若 し く は 延 期 又 は そ

の 規 模 の 縮 小 に よ り 生 じ た 当 該 指 定 行 事 の 入 場 料 金 、 参 加 料 金

そ の 他 の 対 価 の 払 戻 し を 請 求 す る 権 利 の 全 部 又 は 一 部 の 放 棄 を

同 条 第 １ 項 に 規 定 す る 指 定 期 間 内 に し た 場 合 に は 、 当 該 納 税 義

務 者 が そ の 放 棄 を し た 日 の 属 す る 年 中 に 法 附 則 第 ６ ０ 条 第 ４ 項

に 規 定 す る 市 町 村 放 棄 払 戻 請 求 権 相 当 額 の 法 第 ３ １ ４ 条 の ７ 第

１ 項 第 ３ 号 に 掲 げ る 寄 附 金 を 支 出 し た も の と み な し て 、 第 ２ ２

条 の 規 定 を 適 用 す る 。  

（ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 等 に 係 る 住 宅 借 入 金 等 特 別 税 額 控

除 の 特 例 ）  

第 ４ ７ 条  所 得 割 の 納 税 義 務 者 が 前 年 分 の 所 得 税 に つ き 新 型 コ ロ

ナ ウ イ ル ス 感 染 症 特 例 法 第 ６ 条 第 ４ 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け た 場

合 に お け る 附 則 第 １ ４ 条 の ２ の ２ 第 １ 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て

は 、 同 項 中 「 令 和 １ ５ 年 度 」 と あ る の は 、 「 令 和 １ ６ 年 度 」 と

す る 。  

（ 亀 山 市 税 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 ３ 条  亀 山 市 税 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 令 和 元 年 亀 山 市 条

例 第 ３ 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

第 ３ 条 の う ち 、 亀 山 市 税 条 例 第 １ ３ 条 第 １ 項 第 ２ 号 の 改 正 規 定

を 削 る 。  

附 則 第 １ 条 第 ３ 号 を 次 の よ う に 改 め る 。  

（ ３ ） 削 除  

附 則 第 １ 条 第 ４ 号 中 「 （ 前 号 に 掲 げ る 改 正 規 定 を 除 く 。 ） 」 を

削 る 。  

附 則 第 ３ 条 第 ３ 項 中 「 ３ ２ 年 新 条 例 」 を 「 ２ 年 新 条 例 」 に 改 め

る 。  

附 則 第 ４ 条 を 次 の よ う に 改 め る 。  

第 ４ 条  削 除  

附  則  



 

（ 施 行 期 日 ）  

第 １ 条  こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 次 の 各 号 に

掲 げ る 規 定 は 、 当 該 各 号 に 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。  

（ １ ） 第 １ 条 中 亀 山 市 税 条 例 第 １ ０ １ 条 第 ２ 項 に た だ し 書 を 加 え る

改 正 規 定 及 び 同 条 第 ４ 項 の 改 正 規 定 並 び に 附 則 第 ６ 条 の 規 定  

令 和 ２ 年 １ ０ 月 １ 日  

（ ２ ） 第 １ 条 中 亀 山 市 税 条 例 第 １ ３ 条 第 １ 項 第 ２ 号 、 第 １ ８ 条 及 び

第 ２ ６ 条 第 １ 項 た だ し 書 の 改 正 規 定 並 び に 同 条 例 附 則 第 ７ 条 、

第 ８ 条 第 １ 項 、 第 ３ ２ 条 第 １ 項 及 び 第 ３ ３ 条 第 ３ 項 の 改 正 規 定

並 び に 第 ２ 条 中 亀 山 市 税 条 例 附 則 第 １ ７ 条 及 び 第 １ ７ 条 の ２ 第

１ ９ 項 の 改 正 規 定 並 び に 同 条 例 附 則 に ２ 項 を 加 え る 改 正 規 定 並

び に 次 条 並 び に 附 則 第 ３ 条 第 ２ 項 及 び 第 ３ 項 の 規 定  令 和 ３ 年

１ 月 １ 日  

（ ３ ） 第 ２ 条 中 亀 山 市 税 条 例 第 １ ０ １ 条 第 ２ 項 た だ し 書 の 改 正 規 定

及 び 附 則 第 ７ 条 の 規 定  令 和 ３ 年 １ ０ 月 １ 日  

（ ４ ） 第 ２ 条 （ 前 ２ 号 に 掲 げ る 改 正 規 定 を 除 く 。 ） 及 び 附 則 第 ４ 条

の 規 定  令 和 ４ 年 ４ 月 １ 日  

（ 延 滞 金 に 関 す る 経 過 措 置 ）  

第 ２ 条  第 １ 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 亀 山 市 税 条 例 （ 以 下 「 新 条 例 」  

と い う 。 ） 附 則 第 ７ 条 の 規 定 は 、 前 条 第 ２ 号 に 掲 げ る 規 定 の 施 行

の 日 以 後 の 期 間 に 対 応 す る 延 滞 金 に つ い て 適 用 し 、 同 日 前 の 期 間

に 対 応 す る 延 滞 金 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。  

（ 市 民 税 に 関 す る 経 過 措 置 ）  

第 ３ 条  別 段 の 定 め が あ る も の を 除 き 、 新 条 例 の 規 定 中 個 人 の 市 民

税 に 関 す る 部 分 は 、 令 和 ２ 年 度 以 後 の 年 度 分 の 個 人 の 市 民 税 に つ

い て 適 用 し 、 令 和 元 年 度 分 ま で の 個 人 の 市 民 税 に つ い て は 、 な お

従 前 の 例 に よ る 。  

２  新 条 例 第 １ ３ 条 第 １ 項 （ 第 ２ 号 に 係 る 部 分 に 限 る 。 ） 、 第 １ ８

条 及 び 第 ２ ６ 条 第 １ 項 の 規 定 は 、 令 和 ３ 年 度 以 後 の 年 度 分 の 個 人

の 市 民 税 に つ い て 適 用 し 、 令 和 ２ 年 度 分 ま で の 個 人 の 市 民 税 に つ



 

い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。  

３  令 和 ３ 年 度 分 の 個 人 の 市 民 税 に 係 る 申 告 書 の 提 出 に 係 る 新 条 例

第 ２ ６ 条 第 １ 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 項 た だ し 書 中 「 地 震

保 険 料 控 除 額 」 と あ る の は 、 「 地 震 保 険 料 控 除 額 、 ひ と り 親 控 除

額 （ 地 方 税 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 令 和 ２ 年 法 律 第 ５ 号 ） 第

１ 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 法 （ 以 下 「 旧 法 」 と い う 。 ） 第 ２ ９ ２

条 第 １ 項 第 １ １ 号 に 規 定 す る 寡 婦 （ 旧 法 第 ３ １ ４ 条 の ２ 第 ３ 項 の

規 定 に 該 当 す る も の に 限 る 。 ） 又 は 旧 法 第 ２ ９ ２ 条 第 １ 項 第 １ ２

号 に 規 定 す る 寡 夫 で あ る 第 ２ ３ 条 第 １ 項 第 １ 号 に 掲 げ る 者 に 係 る

も の を 除 く 。 ） 」 と す る 。  

４  新 条 例 第 ２ ７ 条 の ２ 第 １ 項 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以

下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） 以 後 に 支 払 を 受 け る べ き 同 項 に 規 定 す る

給 与 に つ い て 提 出 す る 同 項 及 び 同 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 申 告 書 に つ

い て 適 用 す る 。  

５  新 条 例 第 ２ ７ 条 の ３ 第 １ 項 の 規 定 は 、 施 行 日 以 後 に 支 払 を 受 け

る べ き 所 得 税 法 （ 昭 和 ４ ０ 年 法 律 第 ３ ３ 号 ） 第 ２ ０ ３ 条 の ６ 第 １

項 に 規 定 す る 公 的 年 金 等 （ 同 法 第 ２ ０ ３ 条 の ７ の 規 定 の 適 用 を 受

け る も の を 除 く 。 ） に つ い て 提 出 す る 新 条 例 第 ２ ７ 条 の ３ 第 １ 項

に 規 定 す る 申 告 書 に つ い て 適 用 す る 。  

第 ４ 条  附 則 第 １ 条 第 ４ 号 に 掲 げ る 規 定 に よ る 改 正 後 の 亀 山 市 税 条

例 の 規 定 中 法 人 の 市 民 税 に 関 す る 部 分 は 、 同 号 に 掲 げ る 規 定 の 施

行 の 日 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 ４ 号 施 行 日 」 と い う 。 ） 以 後 に 開

始 す る 事 業 年 度 （ 所 得 税 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 令 和 ２ 年 法

律 第 ８ 号 ） 第 ３ 条 の 規 定 （ 同 法 附 則 第 １ 条 第 ５ 号 ロ に 掲 げ る 改 正

規 定 に 限 る 。 ） に よ る 改 正 前 の 法 人 税 法 （ 昭 和 ４ ０ 年 法 律 第 ３ ４

号 。 以 下 こ の 条 に お い て 「 ４ 年 旧 法 人 税 法 」 と い う 。 ） 第 ２ 条 第

１ ２ 号 の ７ に 規 定 す る 連 結 子 法 人 （ 次 項 に お い て 「 連 結 子 法 人 」

と い う 。 ） の 連 結 親 法 人 事 業 年 度 （ ４ 年 旧 法 人 税 法 第 １ ５ 条 の ２

第 １ 項 に 規 定 す る 連 結 親 法 人 事 業 年 度 を い う 。 次 項 に お い て 同

じ 。 ） が ４ 号 施 行 日 前 に 開 始 し た 事 業 年 度 を 除 く 。 ） 分 の 法 人 の



 

市 民 税 に つ い て 適 用 す る 。  

２  ４ 号 施 行 日 前 に 開 始 し た 事 業 年 度 （ 連 結 子 法 人 の 連 結 親 法 人 事

業 年 度 が ４ 号 施 行 日 前 に 開 始 し た 事 業 年 度 を 含 む 。 ） 分 の 法 人 の

市 民 税 及 び ４ 号 施 行 日 前 に 開 始 し た 連 結 事 業 年 度 （ ４ 年 旧 法 人 税

法 第 １ ５ 条 の ２ 第 １ 項 に 規 定 す る 連 結 事 業 年 度 を い う 。 以 下 こ の

項 に お い て 同 じ 。 ） （ 連 結 子 法 人 の 連 結 親 法 人 事 業 年 度 が ４ 号 施

行 日 前 に 開 始 し た 連 結 事 業 年 度 を 含 む 。 ） 分 の 法 人 の 市 民 税 に つ

い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。  

（ 固 定 資 産 税 に 関 す る 経 過 措 置 ）  

第 ５ 条  別 段 の 定 め が あ る も の を 除 き 、 新 条 例 の 規 定 中 固 定 資 産 税

に 関 す る 部 分 は 、 令 和 ２ 年 度 以 後 の 年 度 分 の 固 定 資 産 税 に つ い て

適 用 し 、 令 和 元 年 度 分 ま で の 固 定 資 産 税 に つ い て は 、 な お 従 前 の

例 に よ る 。  

２  新 条 例 第 ５ ９ 条 第 ４ 項 の 規 定 は 、 令 和 ３ 年 度 以 後 の 年 度 分 の 固

定 資 産 税 に つ い て 適 用 し 、 令 和 ２ 年 度 分 ま で の 固 定 資 産 税 に つ い

て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。  

３  新 条 例 第 ５ ９ 条 第 ５ 項 の 規 定 は 、 令 和 ３ 年 度 以 後 の 年 度 分 の 固

定 資 産 税 に つ い て 適 用 す る 。  

４  新 条 例 第 ８ ４ 条 の ２ の 規 定 は 、 施 行 日 以 後 に 、 同 条 に 規 定 す る

現 所 有 者 で あ る こ と を 知 っ た 者 に つ い て 適 用 す る 。  

５  平 成 ３ ０ 年 ４ 月 １ 日 か ら 令 和 ２ 年 ３ 月 ３ １ 日 ま で の 間 に 取 得 さ

れ た 地 方 税 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 令 和 ２ 年 法 律 第 ５ 号 ） 第

１ 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 地 方 税 法 （ 昭 和 ２ ５ 年 法 律 第 ２ ２ ６ 号 。

次 項 及 び 第 ７ 項 に お い て 「 旧 法 」 と い う 。 ） 附 則 第 １ ５ 条 第 ２ 項

に 規 定 す る 施 設 又 は 設 備 に 対 し て 課 す る 固 定 資 産 税 に つ い て は 、

な お 従 前 の 例 に よ る 。  

６  平 成 ３ ０ 年 ４ 月 １ 日 か ら 令 和 ２ 年 ３ 月 ３ １ 日 ま で の 間 に 新 た に

取 得 さ れ た 旧 法 附 則 第 １ ５ 条 第 ３ ３ 項 に 規 定 す る 特 定 再 生 可 能 エ

ネ ル ギ ー 発 電 設 備 に 対 し て 課 す る 固 定 資 産 税 に つ い て は 、 な お 従

前 の 例 に よ る 。  



 

７  平 成 ２ ８ 年 ４ 月 １ 日 か ら 令 和 ２ 年 ３ 月 ３ １ 日 ま で の 間 に 新 た に

取 得 さ れ た 旧 法 附 則 第 １ ５ 条 第 ４ ０ 項 に 規 定 す る 家 屋 及 び 償 却 資

産 に 対 し て 課 す る 固 定 資 産 税 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。  

（ 市 た ば こ 税 に 関 す る 経 過 措 置 ）  

第 ６ 条  附 則 第 １ 条 第 １ 号 に 掲 げ る 規 定 の 施 行 の 日 前 に 課 し た 、 又

は 課 す べ き で あ っ た 葉 巻 た ば こ に 係 る 市 た ば こ 税 に つ い て は 、 な

お 従 前 の 例 に よ る 。  

第 ７ 条  附 則 第 １ 条 第 ３ 号 に 掲 げ る 規 定 の 施 行 の 日 前 に 課 し た 、 又

は 課 す べ き で あ っ た 葉 巻 た ば こ に 係 る 市 た ば こ 税 に つ い て は 、 な

お 従 前 の 例 に よ る 。  

（ 亀 山 市 税 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 等 の 一 部 改 正 ）  

第 ８ 条  亀 山 市 税 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 平 成 ２ ７ 年 亀 山 市

税 条 例 第 ２ ６ 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

附 則 第 ５ 条 第 ２ 項 第 ３ 号 中 「 平 成 ３ １ 年 ９ 月 ３ ０ 日 」 を 「 令 和

元 年 ９ 月 ３ ０ 日 」 に 改 め 、 同 条 第 １ ３ 項 中 「 平 成 ３ １ 年 １ ０ 月 １

日 」 を 「 令 和 元 年 １ ０ 月 １ 日 」 に 改 め 、 同 条 第 １ ４ 項 の 表 第 ５ 項

の 項 中 「 平 成 ３ １ 年 １ ０ 月 ３ １ 日 」 を 「 令 和 元 年 １ ０ 月 ３ １ 日 」

に 改 め 、 同 表 第 ６ 項 の 項 中 「 平 成 ３ ２ 年 ３ 月 ３ １ 日 」 を 「 令 和 ２

年 ３ 月 ３ １ 日 」 に 改 め る 。  

第 ９ 条  亀 山 市 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 平 成 ２ ９ 年 亀 山 市 条

例 第 １ ７ 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

附則第１条第２号中「平成３１年１０月１日」を「令和元年１０

月 １ 日 」 に 改 め る 。  

附 則 第 ２ 条 第 ２ 項 中 「 平 成 ３ １ 年 度 」 を 「 令 和 元 年 度 」 に 改 め 、

同 条 第 ３ 項 中 「 ３ １ 年 新 条 例 」 を 「 元 年 新 条 例 」 に 改 め る 。  

附 則 第 ４ 条 第 ２ 項 中 「 ３ １ 年 新 条 例 」 を 「 元 年 新 条 例 」 に 改 め 、

同 条 第 ３ 項 中 「 ３ １ 年 新 条 例 」 を 「 元 年 新 条 例 」 に 、 「 平 成 ３ ２

年 度 」 を 「 令 和 ２ 年 度 」 に 、 「 平 成 ３ １ 年 度 分 」 を 「 令 和 元 年 度

分 」 に 改 め る 。  

第 １ ０ 条  亀 山 市 税 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 平 成 ３ ０ 年 亀 山



 

市 条 例 第 ２ ２ 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

附則第１条第２号中「平成３１年１０月１日」を「令和元年１０

月 １ 日 」 に 改 め 、 同 条 第 ３ 号 中 「 平 成 ３ ２ 年 １ ０ 月 １ 日 」 を 「 令

和 ２ 年 １ ０ 月 １ 日 」 に 改 め 、 同 条 第 ４ 号 中 「 平 成 ３ ３ 年 １ ０ 月 １

日 」 を 「 令 和 ３ 年 １ ０ 月 １ 日 」 に 改 め 、 同 条 第 ５ 号 中 「 平 成 ３ ４

年 １ ０ 月 １ 日 」 を 「 令 和 ４ 年 １ ０ 月 １ 日 」 に 改 め る 。  

附 則 第 ５ 条 中 「 平 成 ３ １ 年 ９ 月 ３ ０ 日 」 を 「 令 和 元 年 ９ 月 ３ ０

日 」 に 改 め る 。  

附則第７条第１項中「平成３２年１０月１日」を「令和２年１０

月 １ 日 」 に 改 め 、 同 条 第 ２ 項 中 「 平 成 ３ ２ 年 １ １ 月 ２ 日 」 を 「 令

和 ２ 年 １ １ 月 ２ 日 」 に 改 め 、 同 条 第 ３ 項 中 「 平 成 ３ ３ 年 ３ 月 ３ １

日 」 を 「 令 和 ３ 年 ３ 月 ３ １ 日 」 に 改 め 、 同 条 第 ４ 項 及 び 第 ５ 項 中

「 ３ ２ 年 新 条 例 」 を 「 ２ 年 新 条 例 」 に 改 め る 。  

附則第９条第１項中「平成３３年１０月１日」を「令和３年１０

月 １ 日 」 に 改 め 、 同 条 第 ２ 項 中 「 平 成 ３ ３ 年 １ １ 月 １ 日 」 を 「 令

和 ３ 年 １ １ 月 １ 日 」 に 改 め 、 同 条 第 ３ 項 中 「 平 成 ３ ４ 年 ３ 月 ３ １

日 」 を 「 令 和 ４ 年 ３ 月 ３ １ 日 」 に 改 め 、 同 条 第 ４ 項 及 び 第 ５ 項 中

「 ３ ３ 年 新 条 例 」 を 「 ３ 年 新 条 例 」 に 改 め る 。  

第 １ １ 条  亀 山 市 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 平 成 ３ ０ 年 亀 山 市

条 例 第 ３ ５ 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

附 則 第 １ 条 第 ３ 号 中 「 平 成 ３ ３ 年 １ 月 １ 日 」 を 「 令 和 ３ 年 １ 月

１ 日 」 に 改 め る 。  

附 則 第 ２ 条 第 １ 項 中 「 平 成 ３ １ 年 度 」 を 「 令 和 元 年 度 」 に 改 め 、

同 条 第 ２ 項 中 「 平 成 ３ ３ 年 度 」 を 「 令 和 ３ 年 度 」 に 、 「 平 成 ３ ２

年 度 分 」 を 「 令 和 ２ 年 度 分 」 に 改 め る 。  


